
備 考

　
人

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計
271

（255）
3年次
10

1276
（1260）

実験・実習 計

－ －科目 －科目 －科目 －科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

【姫路獨協大学】
  薬学部 （廃止）
     医療薬学科    （△60） ※令和7年4月学生募集停止

－単位

医学部医学科の今
回の16名の入学定
員の増員は、令和
7年度のみの臨時
定員増である。ま
た、医学部医学科
の令和6年度にお
ける収容定員は
726人である。

同上

大 学 の 目 的

獨協医科大学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、一般的教養と医学及び看護学に関する理論及び応
用を教授・研究し、国際的視野に立って高度の医学的知識及び看護学的知識と技能を習得せしめ、社会的
に信頼される医師及び保健師・助産師・看護師を育成することを目的とし、併せて医学及び看護学の発展
と福祉の向上に寄与することを使命とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
国の方針に沿って地域医療への貢献及び協力を行うとともに、栃木県及び近隣県（埼玉県・茨城県・新潟
県）と連携し医学部定員を増員し、もって栃木県内及び近隣県（埼玉県・茨城県・新潟県）における医師
不足を解消し、延いてはわが国の健康福祉向上に寄与することを目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

看護学部
　看護学科 4

年 人 年次
人

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ﾄﾞｯｷｮｳｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 獨協医科大学

大 学 本 部 の 位 置 栃木県下都賀郡壬生町北小林880番地

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ﾄﾞｯｷｮｳｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　獨協学園

医学部

　　年　月
第　年次

　医学科 6 126
（110）

－ 676
（660）

学士
（医学）

医学関係 昭和48年4
月

栃木県下都賀郡
壬生町北小林880番地

145 3年次
10

600 学士
（看護学）

保健衛生学関係
（看護学関係）

平成19年4
月
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－ －

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

0 307

（110） （117） （155） （203） （585） （0） （307）

計
－ － － － －

合 計
110 117 155 203 585

既

設

分

計（ａ～ｄ）
－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

（－） （－） （－）

小計（ａ～ｂ）
－ － － － －

（－） （－） （－） （－）

（－） （－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－） （－） （－） （－） （－）

－

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

－ － － －

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

－ － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

（－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

－ － － －

（－）

－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－）

（－） （－）

（－） （－）

－ － － －

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

－ － － － －

該当なし

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
－ －

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

計（ａ～ｄ）
－ － －

0 307

（110） （117） （155） （203） （585） （0） （307）

－ － －

585

（－） （－）

－ －

（－） （－） （－） （－）

（－）

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

（－）

（－） （－） （－） （－）

計（ａ～ｄ）
8 11 11 11 41

（8） （11） （11） （11） （41）

計
110 117 155 203

0人

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
8人 11人 11人 11人 41人

（8） （11） （11） （11）

（0） （0）

0人 0人 0人 0人 0人ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （0） （0） （0） （0） （0）

大学設置基準別表第一イに
定める基幹教員数の四分の
三の数　12人（6） （8） （7） （0） （21）

2人

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6人 8人 7人 0人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

3人 4人 11人 20人

（2） （3） （4） （11） （20）

21人

（41）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0人 0人 0人 0人

544

（102） （106） （144） （192） （544）

看護学部　看護学科
8人 11人 11人 11人 41人 0 0人

（8） （11） （11） （11） （41） （0） （0）

144 192

（0） （0）

（0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0人 0人 0人 0人 0人

（0） （0） （0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0人 0人 0人 0人 0人

（0） （0） （0） （0）

（0） （0）

0人

（102） （106） （144） （192） （544） （0） （0）

544人 大学設置基準別表第一イに
定める基幹教員数の四分の
三の数　140人（102） （106） （144） （192） （544）

0人 0人 0人 0人

144人 192人 544人

（102） （106） （144） （192） （544）

0人

（0）

学部等の名称
基幹教員

助手 基 幹 教 員 以 外の 教員
（ 助 手 を 除 く ）

教授 准教授 講師 助教 計

新

設

分

医学部　医学科
102人 106人 144人 192人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
102人 106人

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

102人 106人 144人 192人

（0） （0）

計（ａ～ｄ）
102 106

544人 0
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教員１人当り研究費等(看)

共同研究費等(医)

共同研究費等(看)

894千円 894千円 894千円 894千円 ― ―

― ― ― ― ― ―

4,796千円 4,796千円 4,796千円 4,796千円 ―

1,350千円 1,350千円 1,350千円 ― ―

5,600千円 5,600千円医学部

看護学部 1,850千円

16,000千円

3,000千円 3,000千円

499,000千円 424,000千円

設備購入費(看) 16,000千円 21,000千円 21,000千円 16,000千円

学生１人当り納付金　　

8,600千円 5,600千円 5,600千円 5,600千円

私立大学等経常費補助金、寄付金収入、付随事業収入、雑収入

16,000千円

学生納付金以外の維持方法の概要

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

 3996.0 ㎡ 1049.43 ㎡ 2990.5 ㎡

第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等(医) 1,110千円 1,110千円 1,110千円 1,110千円 1,110千円 1,110千円

3,000千円 3,000千円 ― ―

―

16,000千円 16,000千円 16,000千円 16,000千円 16,000千円 16,000千円 図書費には電子
ジャーナル、デー
タベースの整備費
（運用コスト）を
含む。

3,000千円図書購入費(看)

517,000千円 536,000千円

区　分 開設前年度

計
253,894〔115,238〕　 2,299〔127〕　 15,594〔11.586〕　 10,563〔8,535〕　 12,394

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

大学全体

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

標本

第３年次 第４年次

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

第１年次 第２年次

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

図書購入費(医)

― ―

設備購入費(医) 403,000千円 2,236,000千円 461,000千円

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

368

（242,344〔114,188〕） （1,249〔127〕） （15,594〔11.586〕） （10,563〔8,535〕） （12,394　） （　368　）

種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌 機械・器具

368

（242,344〔114,188〕） （1,249〔127〕） （15,594〔11.586〕） （10,563〔8,535〕） （　12,394　） （　368　）

看護学部棟増築及び
図書館解体のため296,163.90 ㎡

合 計 346,289.64 ㎡ 18,366.92 ㎡

校 舎 敷 地 42,729.85 ㎡ 18,366.92 ㎡ 20,579.37 ㎡ 81,676.14 ㎡

そ の 他 303,559.79 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

253,894〔115,238〕　 2,299〔127〕　 15,594〔11.586〕　 10,563〔8,535〕　 12,394

4411.30 ㎡ 7,502.41 ㎡ 308,077.61 ㎡

（　294,263.58　㎡） （　　10,306.18㎡） （　  　7502.41　㎡） （　312,072.17　㎡）

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室  85 室 教 員 研 究 室 306 室

（0）

そ の 他 の 職 員
31 73 104

（31） （73） （104）

計
4276 650 4926

（4276） （650） （4926）

20,579.37 ㎡  385,235.93 ㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

303,559.79 ㎡

職 種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
486人 286人 772人

（486）

図 書 館 職 員
8 1 9

（8） （1） （9）

（286） （772）

技 術 職 員
3751 290 4041

（3751） （290） （4041）

指 導 補 助 者
0 0 0

（0） （0）
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令和6年度
入学定員増（5）

令和6年度
入学定員減（△5）

令和6年度

入学定員減（△1）

令和6年度

入学定員減（△3）

令和6年度

入学定員減（△1）

令和6年度

入学定員減（△1）

令和6年度

入学定員減（△1）

令和6年度

入学定員減(△10）

令和6年度

入学定員減（△1）

令和6年度

入学定員減（△4）

既
設
大
学
等
の
状
況

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

昭和42年度

交流文化学科 4 100 ‐ 400

565 2,260 1.19

学士(外国文化) 1.16 平成21年度

倍

昭和39年度学士(外国文化)

学士(外国文化)

フランス語学科 4 95 ‐ 380 学士(外国文化) 1.20

年 人

250

480 1.19

外国語学部

年次
人

人

大 学 等 の 名 称 獨協大学

605 1.22

言語文化学科 4 150

英語学科 4

国際教養学部 150

‐ 1,000 1.20 昭和39年度

ドイツ語学科

令和6年度
3年次編入学定員減
（△5）

埼玉県草加市
学園町1番1号

4 120 ‐

経済学科 4 280 ‐ 1,120 学士(経済学） 1.21 昭和39年度

経営学科 4 280 ‐ 1,120 学士(経済学） 1.24 昭和41年度

経済学部 680 2,720 1.21

‐ 605 学士(外国文化) 1.22 平成19年度

博士後期課程

国際環境経済学科 4 120 ‐ 480 学士(経済学） 1.15 平成25年度

法学部 360 1,430 1.21

令和6年度
3年次編入学定員減
（△5）

総合政策学科 4 75 ‐ 285 学士（法学） 1.29 平成20年度

法律学科 4 210 ‐ 840 学士（法学） 1.19 昭和42年度

国際関係法学科 4 75 ‐ 305 学士（法学） 1.19 平成11年度

法律学専攻 3 3 ‐ 9 博士（法学） 0.00 平成元年
度

既
設
大
学
等
の
状
況

法学研究科

博士前期課程

　法律学専攻 2 5 ‐ 15 修士（法学） 0.20 昭和52年
度

外国語学研究科

博士前期課程

ドイツ語学専攻

英語学専攻
　英語教育専修

1

修士（学術） 0.60 昭和61年
度

英語学専攻 2 6 ‐ 15 修士（学術） 0.33 昭和61年
度

2 2 ‐ 5

博士後期課程

ドイツ語学専攻 3 1 ‐ 5 博士（学術） 0.00 平成2年度

平成15年
度

フランス語学専攻 2 2 ‐ 5 修士（学術） 0.40 平成2年度

フランス語学専攻 3 1 ‐ 3 博士（学術） 0.00 平成6年度

英語学専攻 3 2 ‐ 8 博士（学術） 0.00 平成2年度

　経済・経営コース 2 2 ‐ 14 修士（経済学） 0.07 平成2年度

経済学研究科

博士前期課程

経済・経営情報専攻

博士後期課程

経済・経営情報専 3 1 ‐ 11 博士（経済学） 0.00 平成4年度

　情報コース 2 1 ‐ 3 修士（経済学） 0.33 平成2年度

基本計画書－4



獨協医科大学

既
設
大
学
等
の
状
況

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

医学部医学科 6 126

　形態学系専攻 4 4 － 16

－ 726

　内科学系専攻 4

令和3年度より入学定
員増（5）、編入学定員
減（△10）、令和6年度
より入学定員増（50）

医学研究科

看護学部　看護学科 4 145 3年次
10

450 1.00 平成19
年度

0.18 昭和54年度

学士（看護学）

13 － 52 1.25 昭和54年度

　社会医学系専攻 4 5 － 20 0.20 昭和54年度

　機能学系専攻 4 7 － 28 0.35 昭和54年度

看護学研究科

　外科学系専攻 4 12 － 48 1.52 昭和54年度

　看護学専攻 2 10 － 20 博士(看護学・前期) 1.00 平成24
年度

　看護学専攻 3 3 － 6 博士(看護学・後期) 1.50 令和5
年度

栃木県下都賀郡壬生町大
字北小林880

大 学 等 の 名 称

学士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）

1.03 昭和48年度
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令和6年度より学生募集停
止

令和6年度より学生募集停
止

令和6年度入学定員増（10
人）

令和5年度入学定員減（△
40人）

令和6年度より学生募集停
止

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 姫路獨協大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

兵庫県姫路市
上大野7丁目2番1号人間社会学群

現代法律学類 4 - ‐ - 学士(法律学)

産業経営学類 4 80 ‐ 290 学士(経済情報学) 0.95 平成28年度

- 平成28年度

国際言語文化学類 4 - ‐ - 学士(言語文化) - 平成28年度

作業療法学科 4 40 160 学士(医療保健学) 0.30 平成18年度

言語聴覚療法学科 4 20 ‐ 80 学士(医療保健学) 0.76 平成18年度

医療保健学部

理学療法学科 4 40 ‐ 160 学士(医療保健学) 0.75 平成18年度

看護学科 4 80 ‐ 320 学士（看護学） 0.52 平成28年度

医療薬学科 6 60 ‐ 520 学士（薬学） 0.35 平成19年度

看護学部

経済情報専攻 2 10 ‐ 20 修士（経済学） 0.15 平成5年度

法学研究科

（修士課程）

法律学専攻 2 - ‐ - 修士（法律学） - 平成3年度

経済情報研究科

（修士課程）

臨床工学科 4 40 ‐ 160 学士(医療保健学) 0.26 平成18年度

薬学部
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（注）

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

附属施設の概要

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

名　　称：獨協医科大学附属看護専門学校

目　　的：看護師の養成

所 在 地：栃木県下都賀郡壬生町大字北小林８８０番地

設置年月：昭和４９年４月

規 模 等：定員　３００名

土　　地：５，６２６．３７㎡

建　　物：１，９６９．２１㎡

名　　称：獨協医科大学附属看護専門学校三郷校

目　　的：看護師の養成

所 在 地：埼玉県三郷市彦成３丁目１１番２１号

設置年月：平成２７年４月

規 模 等：定員　２４０名

土　　地：１５，４４３．００㎡

建　　物：　６，０５６．１３㎡

名　　称：獨協医科大学病院

目　　的：医学部の教育研究に必要な施設

所 在 地：栃木県下都賀郡壬生町大字北小林８８０番地

設置年月：昭和４９年７月

規 模 等：病床数　１，１９５床

土　　地：　３９，８６５．８０㎡

建　　物：１０６，３５８．３４㎡

名　　称：獨協医科大学埼玉医療センター

目　　的：医学部の教育研究に必要な施設

所 在 地：埼玉県越谷市南越谷２丁目１番５０号

設置年月：昭和５９年６月

規 模 等：病床数　９２８床

土　　地：２２，２８５．２８㎡

建　　物：６９，８８８．８２㎡

名　　称：獨協医科大学日光医療センター

目　　的：医学部の教育研究に必要な施設

所 在 地：栃木県日光市森友１４５番地１

設置年月：平成１８年４月

規 模 等：病床数　１９９床

土　　地：７４，９３７.９３㎡

建　　物：１８，５５４.０９㎡
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令和6年度　　
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和7年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

獨協大学 獨協大学

 外国語学部 ドイツ語学科 120 - 480  外国語学部 ドイツ語学科 120 - 480

英語学科 250 - 1000 英語学科 250 - 1000

フランス語学科 95 - 380 フランス語学科 95 - 380

交流文化学科 100 - 400 交流文化学科 100 - 400

 国際教養学部 言語文化学科 150
3年次

-
600  国際教養学部 言語文化学科 150

3年次
-

600
令和6年度編入学定員募集
停止(3年次 5)

 経済学部 経済学科 280 - 1120  経済学部 経済学科 280 - 1120

経営学科 280 - 1120 経営学科 280 - 1120

国際環境経済学科 120 - 480 国際環境経済学科 120 - 480

 法学部 法律学科 210 - 840  法学部 法律学科 210 - 840

国際関係法学科 75
3年次

-
300 国際関係法学科 75

3年次
-

300
令和6年度編入学定員募集
停止(3年次 5)

総合政策学科 75 - 300 総合政策学科 75 - 300
令和6年度
入学定員変更(5)

計 1755
3年次

-
7020 計 1755

3年次
-

7020

獨協大学大学院 獨協大学大学院

 法学研究科 法律学専攻(M) 5 - 10  法学研究科 法律学専攻(M) 5 - 10
令和6年度
入学定員変更(△5)

法律学専攻(D) 3 - 9 法律学専攻(D) 3 - 9

 外国語学研究科 ドイツ語学専攻(M) 2 - 4  外国語学研究科 ドイツ語学専攻(M) 2 - 4
令和6年度
入学定員変更(△1)

英語学専攻(M) 英語学専攻(M)

 英語学専攻英語教育専修
コース(M)

 英語学専攻英語教育専修
コース(M)

フランス語学専攻(M) 2 - 4 フランス語学専攻(M) 2 - 4
令和6年度
入学定員変更(△1)

ドイツ語学専攻(D) 1 - 3 ドイツ語学専攻(D) 1 - 3
令和6年度
入学定員変更(△1)

英語学専攻(D) 2 - 6 英語学専攻(D) 2 - 6
令和6年度
入学定員変更(△1)

フランス語学専攻(D) 1 - 3 フランス語学専攻(D) 1 - 3

 経済学研究科 経済・経営情報専攻(M)  経済学研究科 経済・経営情報専攻(M)

経済・経営コース（M) 2 - 4 経済・経営コース（M) 2 - 4
令和6年度
入学定員変更(△10)

情報コース（M) 1 - 2 情報コース（M) 1 - 2
令和6年度
入学定員変更(△1)

 経済・経営情報専攻(D) 1 - 3  経済・経営情報専攻(D) 1 - 3
令和6年度
入学定員変更(△4)

計 26 -    60 計 26 -    60

学校法人獨協学園　設置認可等に関わる組織の移行表

→

6 12 6 12
令和6年度
入学定員変更(△3)

- -
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令和6年度　　
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和7年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

学校法人獨協学園　設置認可等に関わる組織の移行表

獨協医科大学 獨協医科大学

 医学部 医学科 126 - 756  医学部 医学科 126 - 756

 看護学部 看護学科 145
3年次

10
600  看護学部 看護学科 145

3年次
10

600

 助産学専攻科 10 - 10  助産学専攻科 10 - 10

計 281
3年次

10
1366 計 281

3年次
10

1366

獨協医科大学大学院 獨協医科大学大学院

 医学研究科 形態学系専攻(D) 4 - 16  医学研究科 形態学系専攻(D) 4 - 16

 機能学系専攻(D) 7 - 28  機能学系専攻(D) 7 - 28

 社会医学系専攻(D) 5 - 20  社会医学系専攻(D) 5 - 20

 内科学系専攻(D) 13 - 52  内科学系専攻(D) 13 - 52

 外科学系専攻(D) 12 - 48  外科学系専攻(D) 12 - 48

　看護学研究科　看護学専攻（D前期) 10 - 20 → 　看護学研究科　看護学専攻（D前期) 10 - 20

看護学専攻（D後期) 3 - 9 看護学専攻（D後期) 3 - 9

計 54 - 193 計 54 - 193

獨協医科大学附属看護専門学校 獨協医科大学附属看護専門学校

　医療専門課程看護学科 100 - 300 　医療専門課程看護学科 100 - 300

計 100 - 300 計 100 - 300

獨協医科大学附属看護専門学校三郷校 獨協医科大学附属看護専門学校三郷校

　医療専門課程看護学科 80 - 240 　医療専門課程看護学科 80 - 240

計 80 - 240 計 80 - 240
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令和6年度　　
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和7年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

学校法人獨協学園　設置認可等に関わる組織の移行表

姫路獨協大学 姫路獨協大学

 人間社会学群 国際言語文化学類 0 - 0  人間社会学群 国際言語文化学類 0 - 0

現代法律学類 0 - 0 現代法律学類 0 - 0

産業経営学類 80 - 320 産業経営学類 80 - 320

 医療保健学部 理学療法学科 40 - 160  医療保健学部 理学療法学科 40 - 160

作業療法学科 40 - 160 作業療法学科 40 - 160

言語聴覚療法学科 20 - 80 言語聴覚療法学科 20 - 80

臨床工学科 40 - 160 臨床工学科 40 - 160

 薬学部 医療薬学科 60 - 360 →  薬学部 医療薬学科 0 - 0 令和7年4月学生募集停止

 看護学部 看護学科 80 - 320  看護学部 看護学科 80 - 320

計 360 - 1560 計 300 - 1200

姫路獨協大学大学院 姫路獨協大学大学院

 法学研究科 法律学専攻（M) 0 - 0  法学研究科 法律学専攻（M) 0 - 0

 経済情報研究科 経済情報専攻（M) 10 - 20  経済情報研究科 経済情報専攻（M) 10 - 20

計 10 - 20 計 10 - 20
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大
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則
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6
9
6名

 

令
和

1
0
年
度

 
 
 
1
1
0
名

6
8
6名

 

令
和

1
1
年
度

 
 
 
1
1
0
名

6
7
6名

 

（
新

規
）
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入
学
定

員
 
 
収
容

定
員
 

令
和

７
年
度

 
 
 
1
2
6
名

7
3
2名

 

令
和

８
年
度

 
 
 
1
1
0
名

7
2
2名

 

令
和

９
年
度

 
 
 
1
1
0
名

7
1
2名

 

令
和

1
0
年
度

 
 
 
1
1
0
名

7
0
2名

 

 
 

令
和

11
年
度

11
0
名

6
9
2
名
 

 
 

令
和

12
年
度

11
0
名

6
7
6
名
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

獨協医科大学医学部の入学定員は、平成 21 年度に「経済財政改革の基本方針 2008」に基

づき 10 名の恒久定員増により入学定員 110 名となり、その後、平成 22 年度に「経済財政改

革の基本方針 2009」に基づき 5名、平成 24年度に「新成長戦略」に基づき 3名、平成 25年

度に「地域の医師確保対策 2012」に基づき 2 名の計 10 名の臨時定員増が令和元年度まで期

限を付して認可された。更にその後、「経済財政運営と改革の基本方針」に基づき、令和 2年

度に 2年間、令和 4年度と令和 5年度にそれぞれ 1年間の期限付き臨時定員 10名、令和 6年

度に 16名が認可され、令和 6年度には入学定員 126名、収容定員 726名で運用してきた。今

般、令和 7年度の期限を付した臨時定員増 16名の申請、及びこれに伴う収容定員の年次推移

を内容とする学則を変更する。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知「地域の医師確保等の観点からの令和

7年度医学部入学定員の増加について（通知）」（令和 6年 8月 7日付 6文科高第 738 号高等

教育局長・医政発 0807 第 5 号厚生労働省医政局長通知）に基づき、令和 7 年度の臨時定員

16名の増員及びこれに伴う収容定員の年次推移を内容とする学則変更を行う。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

教育課程の変更は行わないが、地域医療を担う医師養成の観点から次のような教育カリキ

ュラムを組み入れている。 

①第 1学年：地域医療学 

  地域医療の現状を理解するとともに、各施設における役割や取り組みを学ぶ。 

②第 1学年：コミュニティヘルスインターンシップ（CHI）（地域医療早期体験実習） 

  1）医療の原点を理解し、技術だけの医療従事者ではなく人間性豊かな社会性のある医師と 

 しての心構えを身につける。 

2）コミュニケーションを通じて良好な人間関係を築き、患者・家族の話を傾聴し、共感す

ることができる。 

3）保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。

4）地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における保健・医療・福祉・介護の分野間 

 及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。 

5）患者やその家族のもつ価値観や社会的背景が多様であることを認識し、そのいずれも柔 

  軟に対応できる。 

③第 1学年：地域包括医療実習Ⅰ 

    地域社会で求められている医療･保健･福祉･介護の活動におけるプライマリヘルスケアに

ついて学ぶ。 

④第 2学年：地域包括医療実習Ⅱ 

    訪問看護ステーションの現状と訪問看護・在宅療養の実際について学ぶ。 

⑤第 3学年：地域包括医療実習Ⅲ 

    診療所実習の前には事前学習として医師と患者のロールプレイにより医療面接の方法と疾

患の鑑別診断について学ぶ。地域社会での診療所実習を通じて、地域における医療と保健

学則変更の趣旨－1



と福祉の連携、病診連携の現状やチーム医療の大切さを理解する。 

⑥第４学年：地域包括医療実習Ⅳ

地域における救急医療の今後解決すべき課題を考えた上で、プレホスピタルケアの第一線

機関である消防署において、心肺蘇生を含む 1 次救命処置を学び、救急車同乗実習を通じ

て救急医療の現状を学ぶ。

学則変更の趣旨－2
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国公私立
私立

１．現在（令和６年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

126 726

（収容定員計算用）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 計
120 120 120 120 120 126 726

0
（ウ）3年次編入学定員 0

120 120 120 120 120 126 726

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和７年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

110 660

（収容定員計算用）
R7 R8 R9 R10 R11 R12 計
110 110 110 110 110 110 660

0
（ウ）3年次編入学定員 0

110 110 110 110 110 110 660

３．令和７年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

126 676

（収容定員計算用）
R7 R8 R9 R10 R11 R12 計
126 110 110 110 110 110 676

0
（ウ）3年次編入学定員 0

126 110 110 110 110 110 676

16

（内訳）
16

0

16

大学名
獨協医科大学

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

学則変更の趣旨－4



１
．
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

増
員

希
望

人
数

16

都
道

府
県

名
増

員
希

望
人

数
栃

木
県

10
埼

玉
県

2
茨

城
県

2
新

潟
県

2 16
※

「大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

」が
5都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、残

りの
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
くだ

さい
。

都
道

府
県

名
R5

地
域

枠
定

員
（

※
1）

R5
貸

与
者

数
（

※
2）

R6
地

域
枠

定
員

（
※

1）
R6

貸
与

者
数

（
※

2）

R5
とR

6の
貸

与
者

数
の

うち
多

い
方

の
数

栃
木

県
10

10
10

10
10

埼
玉

県
2

1
1

茨
城

県
2

2
2

新
潟

県
2

2
2 0 0

計
10

10
16

15
15

（
※

1）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

入
くだ

さい
。

（
※

2）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を

実
施

して
い

る
場

合
、恒

久
定

員
分

の
地

域
枠

の
人

数
も

含
め

た
修

学
資

金
の

貸
与

実
績

を
ご

記
入

くだ
さい

。
※

6都
道

府
県

未
満

の
場

合
は

、残
りの

欄
は

空
欄

で
ご

提
出

くだ
さい

。

（
１
）
対
象
都
道
府
県
名
及
び
増
員
希
望
人
数

（
２
）
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
地
域
枠
学
生
の
確
保
状
況

大
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

計
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１
．
大
学
が
講
ず
る
措
置

１
－
１
．
地
域
枠
学
生
の
選
抜

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
栃

木
県

地
域

枠
）

）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
5

5

推
奨

R3

栃
木

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
5

5

推
奨

H
22

埼
玉

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
2

2

有
（

推
奨

）
産

科
、小

児
科

、
救

急
救

命
セ

ン
ター

R5

茨
城

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
2

2

無

R5

新
潟

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
2

2

有
（

選
定

）
内

科
、外

科
、総

合
診

療
科

、小
児

科

R5

合
計

16
16

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

した
学

生
募

集
要

項
に

記
載

の
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

備
考

一
般

選
抜

（
前

期
）

に
準

じま
す

。
第

1次
・第

2次
試

験
の

成
績

を
総

合
して

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
※

　新
潟

県
地

域
枠

第
1次

試
験

に
合

格
した

者
は

、第
2次

試
験

の
受

験
が

必
須

とな
りま

す
。

※
　新

潟
県

地
域

枠
（

第
1次

・第
2次

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、一

般
選

抜
（

前
期

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
6年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

。
2．

合
格

した
場

合
、入

学
を

確
約

で
き

る
者

（
※

1）
。

3．
本

学
卒

業
ま

で
茨

城
県

地
域

医
療

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

。
4．

大
学

卒
業

後
、1

年
6ヶ

月
以

内
に

医
師

免
許

を
取

得
し、

直
ち

に
茨

城
県

が
指

定
す

る
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

9年
間

（
初

期
臨

床
研

修
期

間
を

含
む

）
医

師
とし

て
医

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
6年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

。
2．

合
格

した
場

合
、入

学
を

確
約

で
き

る
者

（
※

1）
。

3．
本

学
卒

業
ま

で
新

潟
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

。
4．

医
師

免
許

取
得

後
、新

潟
県

が
指

定
す

る
医

療
機

関
等

に
9年

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

勤
務

す
る

意
志

の
あ

る
者

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
6年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

。
2．

合
格

した
場

合
、入

学
を

確
約

で
き

る
者

（
※

1）
。

3．
本

学
卒

業
ま

で
栃

木
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

。
4．

本
学

卒
業

後
、栃

木
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

た
期

間
の

1.
5倍

の
期

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

、栃
木

県
職

員
（

医
師

）
とし

て
栃

木
県

が
指

定
す

る
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
療

に
従

事
す

る
こと

を
確

約
で

き
る

者
。

5．
出

身
地

域
は

問
い

ま
せ

ん
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
6年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

2．
合

格
した

場
合

、入
学

を
確

約
で

き
る

者
（

※
1）

3．
本

学
卒

業
ま

で
埼

玉
県

医
師

育
成

奨
学

金
（

指
定

大
学

奨
学

金
）

の
貸

与
を

受
け

る
者

4．
医

師
免

許
を

得
た

後
、直

ち
に

奨
学

金
貸

与
期

間
の

1
5倍

の
期

間
（

初
期

臨
床

出
願

要
件

（
※

1）

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

１
. 学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
）

の
出

願
資

格
を

満
た

す
者

。
２

. 本
学

卒
業

ま
で

栃
木

県
医

師
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
る

者
。

３
. 本

学
卒

業
後

、栃
木

県
医

師
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

期
間

の
1.

5倍
の

期
間

（
初

期
臨

床
研

修
期

間
を

含
む

）
、栃

木
県

職
員

（
医

師
）

とし
て

栃
木

県
が

指
定

す
る

公
的

医
療

機
関

等
に

お
い

て
医

療
に

従
事

す
る

こと
を

確
約

で
き

る
者

。
４

. 出
身

地
域

は
問

い
ま

せ
ん

。
※

　学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
栃

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
３
）
令
和
7年

度
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1）

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

成
績

と栃
木

県
の

面
接

評
価

を
総

合
して

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
面

接
は

表
現

力
、判

断
力

、論
理

的
思

考
力

や
協

調
性

な
どの

評
価

に
加

え
、栃

木
県

の
地

域
医

療
貢

献
へ

の
意

欲
な

どを
評

価
しま

す
。

※
　併

願
者

に
つ

い
て

、学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
栃

木
県

地
域

枠
）

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
）

の
選

考
対

象
とし

ま
す

。

一
般

選
抜

（
前

期
）

に
準

じま
す

が
、第

2次
試

験
は

本
学

の
面

接
に

加
え

、栃
木

県
の

面
接

試
験

を
実

施
しま

す
。

第
1次

試
験

、第
2次

試
験

の
成

績
及

び
栃

木
県

の
面

接
結

果
を

総
合

し
て

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
※

　栃
木

県
地

域
枠

第
1次

試
験

に
合

格
した

者
は

、第
2次

試
験

の
受

験
が

必
須

とな
りま

す
。

※
　栃

木
県

地
域

枠
（

第
1次

・第
2次

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、一

般
選

抜
（

前
期

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

一
般

選
抜

（
前

期
）

に
準

じま
す

。
第

1次
・第

2次
試

験
の

成
績

を
総

合
して

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
※

　埼
玉

県
地

域
枠

第
1次

試
験

に
合

格
した

者
は

、第
2次

試
験

の
受

験
が

必
須

とな
りま

す
。

※
　埼

玉
県

地
域

枠
（

第
1次

・第
2次

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、一

般
選

抜
（

前
期

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

一
般

選
抜

（
前

期
）

に
準

じま
す

。
第

1次
・第

2次
試

験
の

成
績

を
総

合
して

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
※

　茨
城

県
地

域
枠

第
1次

試
験

に
合

格
した

者
は

、第
2次

試
験

の
受

験
が

必
須

とな
りま

す
。

※
　茨

城
県

地
域

枠
（

第
1次

・第
2次

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、一

般
選

抜
（

前
期

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

名
称

選
抜

方
式

①
令
和
5年

度
に
実
施
し
た

地
域

枠
学

生
(令

和
6年

入
学

)の
選

抜
に

つ
い

て
、下

記
を

ご
記

入
くだ

さい
。複

数
種

類
の

選
抜

を
行

った
場

合
に

は
、そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

くだ
さい

。ま
た

、参
考

とし
て

学
生

募
集

要
項

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。
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②
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る

地
域

枠
学

生
(令

和
７

年
入

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、下
記

を
ご

記
入

くだ
さい

。複
数

種
類

の
選

抜
を

行
って

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

ご
記

入
くだ

さい
。

ま
た

、参
考

とし
て

PR
の

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
栃

木
県

地
域

枠
）

）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
5

5

推
奨

内
科

、小
児

科
、

外
科

、整
形

外
科

、産
婦

人
科

、
麻

酔
科

、救
急

科
、総

合
診

療
科

R3

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
埼

玉
県

地
域

枠
）

）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
2

2

推
奨

R6

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

（
茨

城
県

地
域

枠
）

）

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
2

2

無

R6

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
入

試
区

分
選

抜
方

法
（

※
1）

出
願

要
件

（
※

1）
開

始
年

度
備

考
名

称

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
に

準
じま

す
。

※
学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

埼
玉

県
地

域
枠

）
）

と学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

併
願

者
に

つ
い

て
、学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

埼
玉

県
地

域
枠

）
）

で
合

格
とな

らな
か

った
場

合
は

、学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
 学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
）

の
出

願
資

格
を

満
た

す
者

。
2．

本
学

卒
業

ま
で

埼
玉

県
医

師
育

成
奨

学
金

（
指

定
大

学
奨

学
金

）
の

貸
与

を
受

け
る

者
。

3．
医

師
免

許
を

得
た

後
、直

ち
に

奨
学

金
貸

与
期

間
の

1.
5倍

の
期

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

、特
定

地
域

の
公

的
医

療
機

関
（

※
1）

に
医

師
とし

て
引

き
続

き
勤

務
（

特
定

地
域

の
公

的
医

療
機

関
以

外
の

埼
玉

県
内

の
臨

床
研

修
病

院
で

臨
床

研
修

を
受

講
す

る
場

合
を

含
む

）
ま

た
は

特
定

診

埼
玉

県
の

実
情

を
踏

ま
え

、診
療

科
偏

在
の

解
消

とと
も

に
、地

域
偏

在
の

解
消

に
も

寄
与

す
る

よ
う、

診
療

科
の

み
の

制
限

は
行

わ
な

い
。

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
に

準
じま

す
。

※
学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

茨
城

県
地

域
枠

）
）

と学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

併
願

者
に

つ
い

て
、学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

茨
城

県
地

域
枠

）
）

で
合

格
とな

らな
か

った
場

合
は

、学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
 学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
）

の
出

願
資

格
を

満
た

す
者

。
2．

本
学

卒
業

ま
で

茨
城

県
地

域
医

療
医

師
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
る

者
。

3．
本

学
卒

業
後

、1
年

6ヶ
月

以
内

に
医

師
免

許
を

取
得

し、
直

ち
に

茨
城

県
が

指
定

す
る

公
的

医
療

機
関

等
に

お
い

て
9年

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

、医
師

とし
て

医

選
抜

方
式

学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

成
績

と栃
木

県
の

面
接

評
価

を
総

合
して

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
面

接
は

表
現

力
、判

断
力

、論
理

的
思

考
力

や
協

調
性

な
どの

評
価

に
加

え
、栃

木
県

の
地

域
医

療
貢

献
へ

の
意

欲
な

どを
評

価
しま

す
。

※
学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

栃
木

県
地

域
枠

）
）

と学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

併
願

者
に

つ
い

て
、学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
（

栃
木

県
地

域
枠

）
）

で
合

格
とな

らな
か

った
場

合
は

、学
校

推
薦

型
選

抜
（

指
定

校
制

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

１
. 学

校
推

薦
型

選
抜

（
指

定
校

制
）

の
出

願
資

格
を

満
た

す
者

。
２

. 本
学

卒
業

ま
で

栃
木

県
医

師
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
る

者
。

３
. 本

学
卒

業
後

、栃
木

県
医

師
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

期
間

の
1.

5倍
の

期
間

（
初

期
臨

床
研

修
期

間
を

含
む

）
、栃

木
県

職
員

（
医

師
）

とし
て

栃
木

県
が

指
定

す
る

公
的

医
療

機
関

等
に

お
い

て
医

療
に

従
事

す
る

こと
を

確
約

で
き

る
者

。
４

. 出
身

地
域

は
問

い
ま

せ
ん

。

診
療

科
の

限
定

の
有

無
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栃
木

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
5

5

推
奨

内
科

、小
児

科
、

外
科

、整
形

外
科

、産
婦

人
科

、
麻

酔
科

、救
急

科
、総

合
診

療
科

H
22

新
潟

県
地

域
枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
2

2

有
内

科
、外

科
、総

合
診

療
科

、小
児

科

R5

合
計

16
16

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

一
般

選
抜

（
前

期
）

に
準

じま
す

が
、第

2次
試

験
は

本
学

の
面

接
に

加
え

、栃
木

県
の

面
接

試
験

を
実

施
しま

す
。

第
1次

試
験

、第
2次

試
験

の
成

績
及

び
栃

木
県

の
面

接
結

果
を

総
合

し
て

合
格

者
を

決
定

しま
す

。
※

　栃
木

県
地

域
枠

第
1次

試
験

に
合

格
した

者
は

、第
2次

試
験

の
受

験
が

必
須

とな
りま

す
。

※
　栃

木
県

地
域

枠
（

第
1次

・第
2次

）
で

合
格

とな
らな

か
った

場
合

は
、一

般
選

抜
（

前
期

）
の

選
考

対
象

とし
ま

す
。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
7年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

。
2．

合
格

した
場

合
、入

学
を

確
約

で
き

る
者

（
※

1）
。

3．
本

学
卒

業
ま

で
栃

木
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

。
4．

本
学

卒
業

後
、栃

木
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

た
期

間
の

1.
5倍

の
期

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

、栃
木

県
職

員
（

医
師

）
とし

て
栃

木
県

が
指

定
す

る
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
療

に
従

事
す

る
こと

を
確

約
で

き
る

者
。

5．
出

身
地

域
は

問
い

ま
せ

ん
。

※
1　

専
願

者
とし

て
取

り扱
い

ま
す

の
で

、原
則

とし
て

入
学

を
辞

退
す

る
こと

は
で

き
ま

せ
一

般
選

抜
（

前
期

）
に

準
じま

す
。

第
1次

試
験

、第
2次

試
験

の
成

績
を

総
合

して
合

格
者

を
決

定
しま

す
。

※
　新

潟
県

地
域

枠
第

1次
試

験
に

合
格

した
者

は
、第

2次
試

験
の

受
験

が
必

須
とな

りま
す

。
※

　新
潟

県
地

域
枠

（
第

1次
・第

2次
）

で
合

格
とな

らな
か

った
場

合
は

、一
般

選
抜

（
前

期
）

の
選

考
対

象
とし

ま
す

。

次
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

して
い

る
者

とし
ま

す
。

1．
令

和
7年

度
医

学
部

一
般

選
抜

（
前

期
）

の
出

願
者

。
2．

合
格

した
場

合
、入

学
を

確
約

で
き

る
者

（
※

1）
。

3．
本

学
卒

業
ま

で
新

潟
県

医
師

養
成

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

。
4．

医
師

免
許

取
得

後
、新

潟
県

が
指

定
す

る
医

療
機

関
等

に
9年

間
（

初
期

臨
床

研
修

期
間

を
含

む
）

勤
務

す
る

意
志

の
あ

る
者

。
5．

出
身

地
域

は
問

い
ま

せ
ん

。
※

1　
専

願
者

とし
て

取
り扱

い
ま

す
の

で
、原

則
とし

て
入

学
を

辞
退

す
る

こと
は

で
き

ま
せ

ん
。た

だ
し、

や
む

を
得

な
い

理
由

（
病

気
や

怪
我

等
で

就
学

が
困

難
に

な
った

場
合

）
に

よ
り入

学
を

辞
退

す
る

場
合

は
本

学
が

定
め

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

、P
Rの

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

に
記

載
の

内
容

（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）

を
ご

記
入

くだ
さい

。
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１
－
２
．
教
育
内
容

②
（

過
去

に
地

域
枠

を
設

定
した

こと
が

あ
る

場
合

）
これ

ま
で

の
取

組
・実

績
を

、3
～

5行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（

正
規

科
目

）
に

つ
い

て
、講

義
・実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。ま

た
、参

考
とし

て
シ

ラバ
ス

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生
1学

年
地

域
医

療
学

全
員

必
修

必
修

講
義

0.
5

1学
年

コミ
ュニ

テ
ィヘ

ル
ス

イン
ター

ン
シ

ップ
（

CH
I）

全
員

必
修

必
修

実
習

1

1学
年

地
域

包
括

医
療

実
習

Ⅰ
全

員
必

修
選

択
実

習
1

2学
年

地
域

包
括

医
療

実
習

Ⅱ
全

員
必

修
選

択
実

習
1

3学
年

地
域

包
括

医
療

実
習

Ⅲ
全

員
必

修
選

択
実

習
1

4学
年

地
域

包
括

医
療

実
習

Ⅳ
全

員
必

修
選

択
実

習
1

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
そ

の
ま

ま
に

ご
提

出
くだ

さい
。

平
成

２
２

年
度

か
ら奨

学
金

を
伴

う地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し、

段
階

的
な

定
員

増
や

獨
協

医
科

大
学

教
育

支
援

セ
ン

ター
地

域
医

療
教

育
部

門
を

設
置

し専
任

の
教

員
を

配
置

す
る

な
どの

取
組

を
行

って
き

た
。令

和
６

年
度

ま
で

に
１

３
５

名
の

地
域

枠
学

生
を

確
保

し、
そ

の
うち

６
４

名
が

現
在

栃
木

県
職

員
とし

て
、県

が
指

定
した

医
療

機
関

等
に

お
い

て
地

域
医

療
に

貢
献

して
い

る

（
参

考
：

記
入

例
）

平
成

○
年

度
か

ら地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し、

□
□

、■
■

な
どの

取
組

を
行

っ
て

き
た

。令
和

６
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し、

そ
の

うち
▲

名
が

現
在

～
～

とし
て

地
域

医
療

に
貢

献
して

い
る

。

（
参

考
：

記
入

例
）

1～
2年

次
に

は
、「

○
○

」と
い

う科
目

を
開

講
す

る
とと

も
に

「△
△

」を
必

修
化

し、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。3

～
4年

次
に

は
、×

×
実

習
を

行
い

、～
～

を
学

ん
で

い
る

。ま
た

キ
ャリ

ア
支

援
とし

て
□

□
を

実
施

して
い

る
。令

和
７

年
度

か
らは

、■
■

を
新

た
に

開
始

す
る

な
ど、

～
～

を
図

る
こと

とし
て

い
る

。

H
22

H
22

１
年

次
に

は
、地

域
医

療
の

現
状

を
理

解
す

る
とと

も
に

、地
域

の
施

設
（

医
療

機
関

、福
祉

施
設

）
に

お
け

る
役

割
や

取
り組

み
な

どを
学

ぶ
「地

域
医

療
学

」や
、地

域
に

お
け

る
社

会
福

祉
施

設
、地

域
病

院
、特

別
支

援
学

校
な

どの
現

場
を

体
験

す
る

コミ
ュニ

テ
ィヘ

ル
ス

イン
ター

ン
シ

ップ
（

Ｃ
Ｈ

Ｉ
）

（
地

域
医

療
早

期
体

験
実

習
）

を
開

設
して

い
る

。ま
た

、地
域

に
お

け
る

プ
ライ

マ
リ

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

体
験

し、
医

療
・保

健
・福

祉
・介

護
の

活
動

とそ
の

ネ
ット

ワ
ー

クの
状

況
な

どを
理

解
す

る
こと

を
目

的
とし

た
「地

域
包

括
医

療
実

習
」を

１
～

４
年

次
に

開
設

して
い

る
。

対
象

学
年

講
義

・実
習

名
対

象
者

（
※

1）
必

修
／

選
択

の
別

講
義

／
実

習
の

別
単

位 数

H
22

H
22

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こと
が

見
込

ま
れ

る
都

道
府

県
で

の
地

域
医

療
実

習
な

ど、
地

域
医

療
を

担
う医

師
養

成
の

観
点

か
らの

教
育

内
容

の
概

要
（

令
和

７
年

度
）

に
つ

い
て

、5
～

6行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「地
域

枠
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。（

地
域

枠
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、対

象
者

を
「地

域
枠

学
生

」、
必

修
／

選
択

の
別

を
「選

択
」と

ご
記

載
くだ

さい
。）

H
22

開
始

年
度

H
21

以
前

学則変更の趣旨－9



④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、提

供
す

る
地

域
医

療
教

育
プ

ログ
ラム

が
あ

れ
ば

、そ
の

内
容

を
ご

記
入

くだ
さい

。

対
象

学
年

プ
ログ

ラム
名

対
象

者
（

※
1）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「地
域

枠
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
くだ

さい
。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、地
域

医
療

を
担

う医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。（
令

和
５

年
度

以
前

か
ら継

続
す

る
取

組
を

含
む

）
（

1～
2行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

プ
ログ

ラム
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

開
始

年
度

都
道

府
県

との
連

携

学則変更の趣旨－10



２
．
都
道
府
県
等
との
連
携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1）

栃
木

県
10

新
入

生
備

考
欄

に
記

載
22

,0
00

,0
00

○
推

奨

内
科

、小
児

科
、

外
科

、整
形

外
科

、産
婦

人
科

、
麻

酔
科

、救
急

科
、総

合
診

療

埼
玉

県
2

新
入

生
20

0,
00

0
14

,4
00

,0
00

○
推

奨

茨
城

県
2

新
入

生
25

0,
00

0
18

,0
00

,0
00

×
無

新
潟

県
2

新
入

生
備

考
欄

に
記

載
36

,6
00

,0
00

○
有

内
科

、外
科

、総
合

診
療

科
、小

児
科

 (
※

1）
診

療
科

の
限

定
ま

た
は

推
奨

が
あ

る
場

合
は

、備
考

欄
に

詳
細

を
ご

記
入

くだ
さい

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

くだ
さい

。

②
そ

の
他

、都
道

府
県

と連
携

した
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

例
：

在
学

中
の

学
生

に
対

す
る

都
道

府
県

と連
携

した
相

談
・指

導
、卒

後
の

キ
ャリ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（

1～
2行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

３
．
そ
の
他取

組
の

名
称

備
考

・月
額

：
1か

月
当

た
りの

貸
与

額
を

29
1,

00
0円

（
4月

分
の

み
29

9,
00

0円
）

とし
、3

か
月

分
を

一
括

して
、6

月
、7

月
、1

0月
、1

月
の

各
月

末
に

口
座

振
込

に
よ

り交
付

す
る

。ま
た

、入
学

金
相

当
額

（
上

限
10

0万
円

）
に

つ
い

て
は

、6
月

に
併

せ
て

交
付

す

埼
玉

県
の

実
情

を
踏

ま
え

、診
療

科
偏

在
の

解
消

とと
も

に
、地

域
偏

在
の

解
消

に
も

寄
与

す
る

よ
う、

診
療

科
の

み
の

制
限

は
行

わ
な

い
。

大
学

に
お

け
る

選
抜

前
に

、県
に

お
い

て
、地

域
枠

制
度

の
理

解
徹

底
を

目
的

とし
た

「e
ラー

ニ
ン

グ
」を

全
出

願
者

に
対

して
実

施
。

・月
額

：
貸

与
開

始
月

の
み

 1
10

 万
円

、以
降

月
額

 5
0 

万
円

・指
定

勤
務

中
の

診
療

科
の

選
択

に
つ

い
て

は
、内

科
・外

科
・総

合
診

療
科

・小
児

科
とす

る
。

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
選

抜
時

期選
抜

方
法

②
大

学
に

お
け

る
選

抜
と同

時
に

都
道

府
県

に
お

い
て

面
接

等
を

実
施

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

④
そ

の
他

（
備

考
欄

に
記

入
）

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

返
還

免
除

要
件

・県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
師

とし
て

業
務

に
従

事
した

期
間

が
、修

学
資

金
の

貸
与

期
間

の
1.

5倍
の

期
間

（
初

期
臨

（
1）

医
師

免
許

を
得

た
後

、直
ち

に
貸

与
期

間
の

1.
5倍

の
期

間
、特

定
地

域
の

公
的

医
療

機
関

に
医

師
とし

て
引

き
続

き
勤

務
大

学
を

卒
業

後
、1

年
6カ

月
以

内
に

医
師

免
許

を
取

得
し、

直
ち

に
県

の
指

定
す

る
医

療
機

関
で

9年
間

（
臨

床
研

修
期

間
を

含
・卒

業
後

、２
年

以
内

に
医

師
免

許
を

取
得

す
る

こと
・医

師
免

許
取

得
後

、直
ち

に
県

内
の

病
院

で
臨

床
研

修
に

従
事

す
る

こと

貸
与

対
象

貸
与

額
　（

例
：

20
0,

00
0）

取
組

の
概

要
（

1～
2行

程
度

）
開

始
年

度
地

域
枠

学
生

個
人

面
談

在
学

中
の

学
生

に
対

す
る

県
と連

携
した

個
人

面
接

の
実

施
H

23

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。併

せ
て

、都
道

府
県

が
厚

生
労

働
省

に
提

出
す

る
予

定
の

地
域

の
医

師
確

保
等

に
関

す
る

計
画

及
び

「地
域

に
お

け
る

医
療

及
び

介
護

の
総

合
的

な
確

保
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」（
平

成
元

年
法

律
第

64
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こと
を

約
束

す
る

文
書

を
添

付
して

下
さい

。
な

お
、複

数
の

奨
学

金
を

設
定

して
い

る
場

合
は

、そ
れ

ぞ
れ

記
入

くだ
さい

。

１
～
２
に
記
入
し
た
も
の
以
外
で
、 そ

の
他

、地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら大

学
の

今
後

の
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

1～
3行

程
度

）
特

に
、都

道
府

県
か

らの
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、地
域

枠
入

学
者

を
確

保
す

る
た

め
に

貴
大

学
で

取
り組

ま
れ

て
い

る
こと

や
今

後
の

取
組

み
予

定
が

あ
りま

した
ら、

ご
記

入
くだ

さい
。

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

地
域

医
療

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
の

開
催

地
域

医
療

へ
の

理
解

促
進

を
図

る
た

め
の

県
と連

携
した

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
の

開
催

H
23

学則変更の趣旨－11



２
．
研
究
医
養
成
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

増
員

希
望

人
数

0

（
１
）
令
和
７
年
度
研
究
医
養
成
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

大
学
が
講
ず
る
措
置

※
令

和
６

年
度

ま
で

の
取

組
を

継
続

して
行

う場
合

に
は

、必
要

に
応

じて
見

直
しを

行
った

うえ
で

、当
該

取
組

も
記

載
す

る
こと

。

１
．
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

①
以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。複

数
の

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
形

成
して

い
る

場
合

に
は

、コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
ご

とに
ご

記
入

くだ
さい

。

N
o.

1
N

o.
2

N
o.

3

開
始

年
度

（
連

携
先

大
学

が
研

究
医

枠
に

よ
る

増
員

を
行

って
い

る
場

合
）

連
携

大
学

との
役

割
分

担
 (

※
1）

連
携

大
学

取
組

の
概

要
（

1～
3行

程
度

）
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２
．
特
別
コー
ス
（
※
）
の
設
定

（
※

）
「特

別
コー

ス
」と

は
、学

部
・大

学
院

教
育

を
一

貫
して

見
通

した
研

究
医

養
成

の
た

め
の

重
点

的
プ

ログ
ラム

を
指

しま
す

。

②
研

究
医

養
成

の
た

め
の

一
貫

した
特

別
コー

ス
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。併
せ

て
、概

要
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
くだ

さい
。

コー
ス

の
名

称
年

次
募

集
定

員
（

※
2）

開
始

年
度

（
※

1）
複

数
段

階
に

分
け

て
選

抜
を

行
って

い
る

場
合

に
は

、該
当

す
る

全
て

に
○

を
ご

記
入

くだ
さい

。
（

※
2）

最
低

人
数

を
定

め
て

い
る

場
合

に
は

、「
○

名
以

上
」と

い
う形

で
ご

記
入

くだ
さい

。

③
研

究
医

養
成

の
た

め
の

選
抜

入
試

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
（

「○
」を

選
択

した
場

合
）

以
下

を
ご

記
入

す
る

とと
も

に
、募

集
要

項
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

合
計

0
0

※
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

って
い

る
場

合
に

は
、そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

くだ
さい

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

くだ
さい

。

選
抜

方
法

（
※

1）
開

始
年

度

研
究

医
養

成
の

た
め

に
特

別
な

入
試

を
実

施
して

い
る

か
。

備
考

大
学

院
へ

の
進

学
時

期
（

※
3）

（
参

考
：

記
入

例
）

M
D

-P
hD

コー
ス

や
▲

年
次

で
の

大
学

院
進

学
を

促
す

とと
も

に
、○

年
次

に
選

抜
を

行
い

、「
○

○
」と

い
う

科
目

等
を

開
講

して
～

～
を

学
ん

で
い

る
。学

部
・大

学
院

で
の

一
貫

した
研

究
を

促
す

た
め

、△
△

、□
□

を
行

って
い

る
。ま

た
キ

ャリ
ア

支
援

とし
て

、～
～

を
実

施
して

い
る

。令
和

７
年

度
か

らは
、■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど、
～

～
を

図
る

こと
とし

て
い

る
。

特
定

の
学

年
次

に
希

望
者

を
募

集 そ
の

他
（

備
考

欄
に

詳
細

を
記

入
）

名
称

入
試

区
分

備
考

選
抜

の
時

期
　（

※
1）

選
抜

入
試

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

、P
Rの

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

に
記

載
の

内
容

（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）

を
ご

記
入

くだ
さい

。

（
※

3）
特

別
コー

ス
の

学
生

の
大

学
院

進
学

時
期

に
つ

い
て

全
て

ご
記

載
くだ

さい
。（

例
：

5年
次

（
M

D
-P

hD
）

／
卒

後
直

後
に

進
学

／
卒

後
、臨

床
研

修
後

に
進

学
／

卒
後

、臨
床

研
修

と並
行

して
進

学
）

①
特

別
コー

ス
の

概
要

に
つ

い
て

、5
～

6行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。そ
の

際
、平

成
22

年
度

～
令

和
６

年
度

に
実

施
した

取
組

で
継

続
して

行
うも

の
の

ほ
か

、令
和

７
年

度
に

新
た

に
行

お
うと

す
る

取
組

に
つ

い
て

も
ご

記
入

くだ
さい

。
（

選
抜

の
時

期
、授

業
内

容
、特

別
コー

ス
に

入
る

こと
に

よ
り大

学
院

進
学

が
促

進
され

る
仕

組
み

（
M

D
-P

hD
、単

位
の

先
行

履
修

、論
文

認
定

、キ
ャリ

ア
支

援
の

取
組

な
ど）
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④
研

究
医

養
成

の
た

め
の

教
育

内
容

（
正

規
科

目
）

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。ま
た

、参
考

とし
て

シ
ラバ

ス
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。

研
究

医
コー

ス
学

生
そ

の
他

の
学

生

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

⑤
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、研

究
医

養
成

プ
ログ

ラム
が

あ
れ

ば
、そ

の
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。

対
象

学
年

プ
ログ

ラム
名

対
象

者
（

※
1）

期
間

（
例

：
○

週
開

始
年

度

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「研
究

医
コー

ス
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

プ
ログ

ラム
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

講
義

・実
習

名
対

象
者

（
※

1）
講

義
／

実
習

の
別

単
位

数
開

始
年

度
対

象
学

年
必

修
／

選
択

の
別

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「研
究

医
コー

ス
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。（

研
究

医
コー

ス
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、対

象
者

を
「研

究
医

コー
ス

学
生

」、
必

修
／

選
択

の
別

を
「選

択
」と

ご
記

載
くだ

さい
。）
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⑥
特

別
コー

ス
に

関
す

る
取

組
の

うち
、以

下
の

項
目

に
関

連
す

る
も

の
に

つ
い

て
ご

記
入

くだ
さい

。な
お

、必
要

に
応

じて
内

容
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

⑧
特

別
コー

ス
の

履
修

者
の

確
保

状
況

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
R4

R5
R6

人
数

（
名

）
※

当
該

年
度

の
新

規
履

修
者

の
み

を
計

上
して

くだ
さい

。

取
組

の
概

要
（

1～
2行

程
度

）

⑦
上
記
②
～
⑥
以
外
に
、研

究
医

養
成

の
特

別
コー

ス
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。
（

令
和

６
年

度
以

前
か

ら継
続

す
る

取
組

を
含

む
）

（
1～

2行
程

度
）

取
組

の
名

称（
項

目
）

直
近

3年
間

の
平

均
#

D
IV

/0
!

概
要

（
1～

2行
程

度
）

（
項

目
：

専
用

の
入

試
枠

の
設

定
に

よ
る

選
抜

の
実

施
、学

生
が

研
究

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

とな
る

研
究

費
の

予
算

措
置

、学
生

の
学

会
発

表
、論

文
発

表
の

機
会

の
設

定
及

び
指

導
体

制
の

構
築

、臨
床

研
修

に
よ

り研
究

活
動

が
中

断
され

る
こと

の
な

い
よ

うに
す

る
た

め
の

配
慮

、研
究

医
とな

った
際

の
常

勤
ポ

ス
トの

確
保

、海
外

で
の

研
修

の
機

会
（

1か
月

以
上

）
）
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３
．
奨
学
金
の
設
定

N
o.

1
N

o.
2

N
o.

3 （
続

き
）

月
額

総
支

給
額

N
o.

1
N

o.
2

N
o.

3
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

くだ
さい

。

設
定

主
体

（
例

：
大

学
、○

○
財

給
付

／
貸

与
の

別
支

給
対

象

備
考

支
給

額
 （

例
：

20
0,

00
0）

開
始

年
度

①
卒

後
一

定
期

間
の

研
究

医
とし

て
の

従
事

を
要

件
とす

る
奨

学
金

の
設

定
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。

複
数

の
奨

学
金

を
設

定
して

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

ご
記

入
くだ

さい
。

支
給

期
間

（
例

：
大

学
院

1～
3年

次
（

3年
間

）
）

返
還

免
除

要
件

選
抜

の
有

無
名

称
募

集
人

数
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（
２
）
研
究
医
養
成
拠
点
とし
て
相
応
し
い
実
績

①
－

１
．

継
続

的
に

大
学

院
生

を
輩

出
して

き
た

客
観

的
な

実
績

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
R4

R5
R6

R4
R5

R6

0
0

0

①
－

2．
そ

の
他

、継
続

的
に

大
学

院
生

を
輩

出
して

き
た

客
観

的
な

実
績

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。（
1～

3行
程

度
）

②
－

１
．

継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

して
き

た
客

観
的

な
実

績
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。

R3
R4

R5

0
0

0

②
－

2．
そ

の
他

、継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

して
き

た
客

観
的

な
実

績
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

1～
3行

程
度

）

0
合

計

（
入

学
年

度
）

直
近

3年
間

の
平

均

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

基
礎

・社
会

系
大

学
院

進
学

者
数

（
【A

】）

臨
床

系
大

学
院

進
学

者
数

（
【B

】）

#
D

IV
/0

!

#
D

IV
/0

!

【A
】の

修
了

者
数

（
【C

】）

【B
】の

うち
、基

礎
・社

会
学

系
の

論
文

（
又

は
共

著
論

文
）

を
執

筆
した

修
了

者
数

（
【D

】）

合
計

#
D

IV
/0

! 0

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

直
近

3年
間

の
平

均

#
D

IV
/0

!

【C
】【

D
】の

うち
、基

礎
・社

会
学

研
究

分
野

の
就

職
者

数
【C

】【
D

】の
うち

、臨
床

系
に

就
職

した
が

基
礎

・社
会

学
研

究
に

従
事

す
る

者
等

の
数

（
※

1）

直
近

3年
間

の
平

均

#
D

IV
/0

!

#
D

IV
/0

!

（
※

1）
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

とし
て

は
研

究
に

従
事

して
い

る
又

は
従

事
す

る
見

込
み

が
あ

る
者

の
数

。
（

例
：

臨
床

医
とし

て
働

き
な

が
ら研

究
活

動
を

行
って

い
る

者
、常

勤
ポ

ス
トで

は
な

い
が

大
学

の
身

分
を

有
し研

究
活

動
を

行
って

い
る

者
、現

在
臨

床
医

とし
て

勤
務

して
い

る
が

将
来

的
に

研
究

に
従

事
す

る
意

思
を

大
学

が
確

認
して

い
る

者
）
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③
大

学
教

育
改

革
の

支
援

に
関

す
る

補
助

事
業

の
採

択
実

績
等

※
必

要
に

応
じて

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

くだ
さい

。
採

択
年

度
（

○
年

度
～

○
年

④
他

大
学

と比
較

した
際

に
研

究
医

養
成

拠
点

とし
て

相
応

しい
と考

え
られ

る
客

観
的

な
実

績
（

科
学

研
究

費
採

択
率

等
）

※
必

要
に

応
じて

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

くだ
さい

。

（
３
）
過
去
に
研
究
医
枠
に
よ
る
入
学
定
員
増
を
実
施
し
た
場
合
の
令
和
６
年
度
に
お
け
る
状
況

①
過

去
に

入
学

定
員

増
を

実
施

した
際

に
計

画
して

い
た

研
究

医
養

成
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、そ

の
有

効
性

が
高

い
こと

を
確

認
して

い
る

旨
を

、確
認

方
法

等
とと

も
に

ご
記

入
くだ

さい
。

（
例

：
第

三
者

に
よ

る
評

価
、学

内
委

員
会

に
よ

る
評

価
）

概
要

（
1～

3行
程

度
）

採
択

事
業

名
概

要
（

1～
3行

程
度

）
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大学別医学部入学定員一覧

   大　学　名
属性
（国公
私）

R６年度定
員

本増員計画による
入学定員増を行わ
ない場合の令和７
年度の入学定員

R７年度
増員数

R７年度
定員

（計画）

獨協医科大学 私立 126 110 16 126
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令和７年度増員計画
教育内容
の概要

増員数
栃木県 10
埼玉県 2
茨城県 2
新潟県 2

0 0
0 0

研究医枠 0 0

１年次に
は、地域
医療の現
状を理解
するととも
に、地域

126 110獨協医科大学 126

都道府県ごとの内訳

地域枠 16

大学名 令和６年度
定員

本増員計
画による

入学定員
増を行わ

令和７年度増員計画

令和７年
度

定員
（計画）
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）収容定員を増加する組織の概要 

① 収容定員を増加する組織の概要

組 織 入学定員 収容定員 所在地

獨協医科大学医学部医学科 126名 726名 栃木県下都賀郡壬生町北小林 880 

② 収容定員を増加する組織の特色

本学は、1973（昭和 48）年に開学し、「1．人間性豊かな医師及び看護職者の育成、2．能

力の啓発に重点を置く教育方針、3．地域社会の医療センターとしての役割の遂行、4．国

際的交流に基づく医学・看護学研究」を建学の理念とし、また、「患者及びその家族、医療

関係者をはじめ、広く社会一般の人々から信頼される医師の育成」を医学部教育理念とし

て掲げ、これに即した人材の育成を目標としている。 

（２）人材需要の社会的な動向等 

① 収容定員を増加する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析

本学医学部は開学以来 4,800 名を超える医師を世に送り出しており、そのキャリアは研

究医、臨床医、医療技官など多種多様である。臨床医は急速な少子高齢化に伴い、医療を

支えるために需要が高まっていることも相まって、地域偏在はあるものの未だ深刻な不足

が続いている状況である。研究医も近年なり手が不足しており、臨床医と同様に医療を支

えるためには必要不可欠な存在であることから、本学医学部が養成する人材は全国的、地

域的、社会的にも貢献度は高く、需要は多いと考える。 

② 中長期的な 18 歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析

全国の 18 歳人口の推移は減少局面であり、これに伴い大学志願者数も緩やかな減少基調

であるが、一方で、大学入学定員は増加が続き、大学進学率は上昇している。 

しかしながら、本学医学部における過去 5 年間の志願者等は、表１のとおり推移してお

り、志願倍率は平均 29倍と高水準である。 

また、表 2～7 に示すとおり、平成 22 年度以降の臨時定員に係る選抜については、令和

6年度を除く各年度において定員を充足している。 

なお、令和 6年度までに 135名の栃木県地域枠学生を確保し、そのうち 64名が現在栃木

県職員として、栃木県が指定する公的医療機関等において地域医療に貢献している。令和

6年度には、新たに埼玉県、茨城県、新潟県地域枠学生も入学し、卒業後には地域医療に貢

献する予定である。 

表 1 医学部志願者等の推移（過去 5年間） 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

R2 3,305 3,020 273 120 120 1.00 

R3 3,215 2,964 243 120 120 1.00 

R4 3,730 3,336 234 
120 

≪121≫ 
120 

1.00 

≪1.01≫ 

R5 2,901 2,664 216 
120 

≪122≫ 
120 

1.00 

≪1.02≫ 
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R6 4,604 4,344 263 125 126 0.99 

※≪≫内は、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」附則第 2項を適用したもの 

表 2 ＡＯ栃木県地域枠入学試験の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

H26   25     22 3 3 3 1.00 

H27     16     16 3      3      3 1.00 

H28     11     11      3      3   3 1.00 

H29     15     15      3      3 3 1.00 

H30      3      3      0      0   3 0.00 

H31     20     20      2      2 3 0.66 

表 3 学校推薦型選抜（指定校制（栃木県地域枠））の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

R3 20 20 5 5 5 1.00 

R4 17 17 5 5 5 1.00 

R5 14 14 5 5 5 1.00 

R6 33 33 5 5 5 1.00 

表 4  栃木県地域枠の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

H22 23 23 5 5 5 1.00 

H23    295    280 6 5 5 1.00 

H24    326    319     11 8 8 1.00 

H25    366    352     12     10 10 1.00 

H26    403    394 9 7 7 1.00 

H27    446    422     12      7      7 1.00 

H28    393    376      9      7 7 1.00 

H29    358    339  9      7 7 1.00 

H30    244    240     10      7   7 1.00 

H31    319    307     11      8 7 1.14 

 R2    355    330     11     10 10 1.00 

 R3    268    255      6      5 5 1.00 

 R4    318    293      6      5 5 1.00 

 R5 219 202 5 5 5 1.00 

 R6 126 121 5 5 5 1.00 

  表 5  埼玉県地域枠の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

 R6 27 26 2 1 2 0.50 
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  表 6  茨城県地域枠の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

 R6 26 26 2 2 2 1.00 

  表 7  新潟県地域枠の入学定員充足率 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 入学定員 充足率 

 R6 92 85 2 2 2 1.00 

③ 収容定員を増加する組織の主な学生募集地域

本学医学部の令和 6 年度の入学者 125 名の出身高校所在地県別内訳は、下表のとおり本

学所在地県及び近接県が多いことはもとより全国各地に分布している。 

北海道 青 森 岩 手 宮 城 山 形 茨 城 

1名 1名 1名 1名 1名 12名 

栃 木 群 馬 埼 玉 千 葉 東 京 神奈川 

27名 9名 10名 3名 31名 9名 

新 潟 富 山 長 野 愛 知 三 重 大 阪 

4名 1名 1名 1名 1名 4名 

兵 庫 広 島 香 川 福 岡 鹿児島 沖 縄 

1名 1名 1名 1名 1名 2名 

今回、本学が増員を認められた臨時定員 16名（栃木県地域枠 10名、埼玉県地域枠 2名、

茨城県地域枠 2 名、新潟県地域枠 2 名）の募集における出身地域は問わないこととしてお

り、このうち 9 名（栃木県地域枠 5 名、埼玉県地域枠 2 名、茨城県地域枠 2 名）は、学校

推薦型選抜（指定校制）において別枠方式で募集する。本学医学部の推薦指定校は令和 6

年 4 月現在、全国に 133 校あり、当該選抜で募集する地域枠の対象となる県に所在する推

薦指定校数は各々、栃木県 23校、埼玉県 17校、茨城県 15校であり、いずれの地域枠にお

いても多数の志願者確保が見込める。 

また、残りの 7名（栃木県地域枠 5名、新潟県地域枠 2名）については、令和 6年度入

学者選抜同様に一般選抜（前期）において別枠方式で募集人員は維持して募集するが、令

和 6年度入学者選抜における志願者数は栃木県地域枠 126名、新潟県地域枠 92名であった

ことから、令和 7年度入学者選抜においても志願者確保は問題ないと考える。 

（３）学生確保の見通し 

① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果

ア 収容定員を増加する組織における取組とその目標

本学医学部学生募集に際し、大学案内、ホームページでの広報に加え、各種広報媒体へ

の参画や、医学部推薦指定校進路指導部教員との懇談会の開催、オープンキャンパス（来

学型及び Web）・個別進学相談の実施、高校単位で医学部志望者に対しての学校見学の受入

れ、予備校等主催の進学相談会への参加等、志願者をはじめ、保護者、高校・予備校教員

に本学の教育内容や学生生活、入試情報、卒後の進路状況等の情報提供を行うとともに、

高校・予備校の教員とは意見交換を行うなど、多様な広報活動を展開して、学生の確保に

繋げている。
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イ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を増加する組織での入学者の見込み数

令和 6 年度医学部の入学定員は 126 名で、うち臨時定員である学校推薦型選抜（指定校

制（栃木県地域枠））5名、栃木県地域枠 5名、埼玉県地域枠 2名、茨城県地域枠 2名、新

潟県地域枠 2名、計 16名の地域枠を別枠方式で募集した。 

令和 6年度における医学部在籍学生の収容定員に対する比率は 1.03であり、入学者の入

学定員 126名に対する比率は 0.99であった。これは埼玉県地域枠入学定員 2名に対して入

学辞退により 1名の欠員が生じた結果（表 5参照）である。 

これを踏まえて、令和 7 年度選抜における埼玉県及び茨城県地域枠については、各 2 名

の入学定員を高い確率で確保できると推測される学校推薦型選抜（指定校制）へ移行して

実施することで 126名の入学定員確保は十分可能と考える。 

（４）収容定員を増加する組織の定員設定の理由 

本学医学部の入学定員は、平成 21年度から臨時定員を含め段階的に増員し、令和 6年度

は栃木県 10 名に加えて、厚生労働省が示す「医師偏在指標（都道府県別）」（資料 1）にお

いて全国でも低位にある埼玉県、茨城県、新潟県からの要請及び本学の教育レベルを維持

かつキャパシティを考慮して、各県 2名、計 16名の臨時定員を認可申請し、入学定員 126

名、収容定員 726 名で認可され運用している。 

引き続き、「医師偏在指標（二次医療圏別）」（資料 2）において 3つの二次医療圏が低位

にある栃木県及び「医師偏在指標（都道府県別）」において低位にある埼玉県、茨城県、新

潟県の現状を踏まえて、昨年度同様、令和 7年度においても栃木県 10名、埼玉県 2名、茨

城県 2名、新潟県 2名、計 16名の臨時定員の増員に伴う収容定員の増加を設定するもので

ある。 
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